
2018 年度 小委員会活動成果報告 
（2019 年 2 月 8 日作成） 

小委員会名 木質耐力壁構造 Q&A 改訂小委員会 主 査 名：槌本敬大 
就任年月：2018 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（木質構造運営委員会） 

委員長名：塩原 等 
主 査 名：河合直人 

設 置 期 間    2018 年 4 月  ～  2022 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

2011 年 8 月に刊行した『木質系耐力壁形式構造に関する Q&A』の内容につい

て、最新の知見を基にした内容改訂の要否を検討すると共に、刊行後に登場した

CLT 等の新しい木質材料や新しい耐力壁形式構造に関する記述の追加など、必要

な改訂内容について検討する。なお、改定を予定している『木質構造設計規準・

同解説』との整合性や内容の記述の棲み分け、さらに中層大規模における耐力壁

形式に必要な事項等についてもあわせて検討し、改訂原稿を取りまとめる。 
初年度：2011 年 8 月に刊行した『木質系耐力壁形式構造に関する Q&A』の内容

を精査し、最新の知見や修正すべき箇所の有無やその内容について検討

する。   
２年度：最新の技術的見解による改訂箇所の検討を継続すると共に、『木質構造

設計規準・同解説』との整合性や記述範囲の棲み分等について検討する。 
３年度：改訂版の目次構成・収載する内容について検討し、原稿の素材を収集、

草稿の執筆に入る。 
４年度：改訂原稿を執筆し、上位委員会の査読を受け、査読内容や指摘事項に対

応し、出版用原稿を完成させる。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 
主査：槌本敬大（建築研究所） 
幹事：梶川久光（明治大学）、杉本健一（森林総合研究所） 
委員：青木謙治（東京大学）、上山耕平（建材試験センター）、大浦和香子（ポラス暮し科

学研究所）、岡本滋史（大阪市立大学）、大橋修（三井ホーム）、小川春彦（ミサワ

ホーム）、後藤隆洋（日本住宅・木材技術センター）、高岡繭子、津田千尋（ベター

リビング）、中村昇（秋田県立大学）、藤野栄一（職業能力開発総合大学校）、山崎

義弘（東京工業大学） 
設置 WG 

（WG 名：目的）  

2018年度予算 100,000 円 ホームページ公開の有無：無 
委員会 HP アドレス：― 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      6 回（年度内計画を含む） 
刊行物 

（シンポジウム資料等は除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
＊能力開発支援事業委員会 
承認企画 

 

大会研究集会  

対外的意見表明・パブ

リックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得られ

た成果との関係） 

１．当初の予定通り、『木質系耐力壁形式構造に関する Q&A』（2011 年 8 月刊行）

の内容を精査するとともに、最新の知見等に基づいて新たな Q のリストを

作成し、一部は執筆担当者を決めた。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．多忙な委員が多く、委員会開催の日程調整が難しい。刊行時に見解がまとま

らなかったため掲載を見送った案件について、その経緯に関する記録が乏し

い。  


